
２００２．５．２１（４）

○
日
時　

６
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時

　

分
〜　

時　

分
（
雨
天
中
止
）

３０

１１

３０

○
集
合
場
所　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
３
番
乗

り
場
か
ら
「
小
山
田
桜
台
」
ま
た
は

「
下
山
崎
」
行
き
バ
ス
で
「
忠
生
公
園

前
」
下
車

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
11
７
９
２
・

１
３
２
６

【
水
辺
の
生
き
も
の
】

ご
参
加
を

ご
参
加
を�

ご
参
加
を�

催
　
　
　
し�

自

然

休

暇

村

【
ふ
だ
ん
着
の
男
女
平
等
〜
日
常
生
活

か
ら
変
え
て
み
よ
う　

】

　

自
分
の
ま
わ
り
の
言
葉
や
、
行
動
で

「
あ
れ
っ
、
お
か
し
い
な
ー
。
こ
れ
は

差
別
じ
ゃ
な
い
の
」
と
思
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
普
段
は
見
落
と
し
て
し

ま
う
、
何
気
な
い
と
こ
ろ
か
ら
日
常
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

①
６
月
５
日
（
水
）
午
後
２

時
〜
４
時
、
②　

日
（
水
）
午
後
７
時

１２

〜
９
時

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
講
師　

日
本
女
子
体
育
大
学
教
授
、

前
町
田
市
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
長
・
西
村
絢
子
氏

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　

５
月　

日
午
前
９
時
か

２１

ら
電
話
で
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
11
７
２
３
・
２
９
０
８
）
へ
。

※
託
児
（
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
）
を

ご
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

　

昨
年
度
開
催
し
た
長
期
講
座
の
受

講
生
が
制
作
し
た
作
品
（
木
版
画
、

銅
版
画
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
、
リ

ト
グ
ラ
フ
）
な
ど
約　

点
を
展
示
し

５０

ま
す
。

○
会
期　

５
月　

日
（
火
）
〜
６
月

２８

２
日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

※
６
月
１
日
は
午
後
５
時　

分
ま

３０

で
、
２
日
は
午
後
４
時　

分
ま
で
。

３０

男
女
平
等
推
進

セ

ミ

ナ

ー

町
田
市
施
行
・
忠
生
土
地
区
画
整
理
事
業

忠
生
公
園

　

緑
の
交
換
会
を
、
若
葉
が
そ
よ
ぐ
忠

生
公
園
で
開
催
し
ま
す
。
ご
家
庭
で
増

や
さ
れ
た
草
花
や
観
葉
植
物
、
盆
栽
な

ど
の
鉢
物
を
持
ち
寄
り
、
交
換
し
合
い

ま
せ
ん
か
。
直
接
会
場
へ
お
い
で
下

さ
い
。

○
日
時　

５
月　

日
（
土
）
午
前
９
時

２５

〜　

時
（
小
雨
実
施
）

１１
○
会
場　

忠
生
公
園
が
に
や
ら
自
然
館

前
広
場

〈
お
願
い
〉

①
緑
の
交
換
会
出
品
の
植
物
は
、
根
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
鉢
植
え
の
み
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
鉢
植
え
に
は
、
植
物
名
を
記
入
し
た

ラ
ベ
ル
を
付
け
、
手
入
れ
さ
れ
た
も
の

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
出
品
物
は
、
花
と
み
ど
り
の
会
に
寄

付
さ
れ
た
も
の
と
し
て
扱
わ
せ
て
い
た

「
緑
の
交
換
会
」

町
田
市
花
と
み
ど
り
の
会

だ
き
ま
す
。

□問
 

町
田
市
花
と
み
ど
り
の
会
事
務
局
11

７
９
３
・
７
６
１
２
▽
当
日
の
み
＝
忠

生
が
に
や
ら
自
然
館
11
７
９
２
・
１
３

２
６チ

ャ
レ
ン
ジ
教
室

ひ
な
た
村

【
①
さ
つ
ま
い
も
作
り
】

　

さ
つ
ま
い
も
を
苗
か
ら
育
て
ま
す
。

最
後
に
収
穫
祭
を
し
ま
す
（
収
穫
の
み

の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）
。

○
期
日
・
内
容　

６
月
２
日
（
日
）
、

８
日
（
土
）
、
７
月　

日
（
土
）
、
９

１３

月
１
日
（
日
）
、　

月　

日
（
日
）

１０

２７

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時
（
午

１０

前
は
作
業
、
午
後
は
観
察
記
録
作
り
）

○
持
ち
物
・
服
装　

作
業
衣
、
軍
手
、

長
靴
、
筆
記
用
具
、
色
鉛
筆
、下
敷
き
、

弁
当

【
②
童
謡
を
歌
お
う
】

　

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
を
う
た
お
う

○
日
時　

６
月　

日
（
土
）
か
ら
毎
月

１５

第
１
土
曜
日
午
前　

時
〜
正
午

１０

【
③
み
ん
な
で
作
っ
て
遊
ぼ
う　

】

〜
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
〜

○
日
時　

６
月　

日
（
日
）
午
前　

時

１６

１０

〜
午
後
３
時

○
持
ち
物　

炭
酸
系
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

（
同
じ
大
き
さ
の
物
）
３
つ
、
弁
当

【
④
陶
芸
教
室
】

　

マ
グ
カ
ッ
プ
を
作
ろ
う

○
日
時
・
内
容　

６
月　

日
（
土
）
午

２２

前　

時
〜
午
後
３
時
＝
形
成
、
７
月
７

１０
日
（
日
）
午
前　

時
〜
正
午
＝
絵
付
け

１０

（
両
日
参
加
し
て
下
さ
い
）

○
費
用　

３
０
０
円

○
持
ち
物　

弁
当
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ

ル
（
粘
土
を
包
む
た
め
）

【
⑤
暑
中
見
舞
い
の
ハ
ガ
キ
を
作
ろ
う
】

　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
ハ
ガ
キ
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

６
月　

日
（
土
）
１
回
目
＝

２９

午
前　

時
〜
正
午
、
２
回
目
＝
午
後
１

１０

時
〜
３
時

【
⑥
七
夕
を
飾
ろ
う
】

　

ひ
な
た
村
に
大
き
な
七
夕
飾
り
を
作

り
ま
す
。
各
自
、
家
に
も
っ
て
帰
る
小

さ
な
飾
り
も
作
り
ま
す
。

○
日
時　

６
月　

日
（
日
）
１
回
目
＝

３０

午
前　

時
〜
正
午
、
２
回
目
＝
午
後
１

１０

時
〜
３
時

【
⑦
親
子
陶
芸
教
室
】

　

家
族
の
食
器
を
作
ろ
う
。

○
日
時
・
内
容　

６
月
９
日
（
日
）
午

前　

時
〜
午
後
３
時
＝
形
成
、
６
月　

１０

３０

日
（
日
）
午
前　

時
〜
正
午
＝
絵
付
け

１０

（
両
日
参
加
し
て
下
さ
い
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
費
用　

中
学
生
ま
で
１
人
３
０
０

円
、
大
人
１
人
７
０
０
円

○
持
ち
物　

弁
当
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ

ル
（
粘
土
を
包
む
た
め
）

◇

○
対
象　

①
〜
⑥
は
小
・
中
学
生
、
⑦

は
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
小
・
中

小
山
田
与
清
の
「
筑
井
紀
行
」
が�

翻
刻
・
刊
行
さ
れ
ま
し
た�

小
山
田
与
清
の
「
筑
井
紀
行
」
が�

翻
刻
・
刊
行
さ
れ
ま
し
た�

学
生
と
そ
の
親
で
初
心
者
の
方
（
子
ど

も
だ
け
の
参
加
も
可
）

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
申
し
込
み　

電
話
で
ひ
な
た
村
（
11

７
２
２
・
５
７
３
６
）
へ
。

【
８
月
分
・
テ
ン
ト
】

　

「
星
の
ふ
る
さ
と
」
長
野
県
川
上
村

に
あ
る
自
然
休
暇
村
は
、
町
田
か
ら
車

で
約
４
時
間
。
豊
か
な
大
自
然
を
ご
堪

能
下
さ
い
。
今
回
受
付
を
す
る
利
用
日

は
８
月
１
日
〜　

日
の
テ
ン
ト
（
常
設

３１

３
張
、
持
込
３
張
…
定
員
５
人
）
の
み

で
す
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在
住
、

在
勤
の
方
と
そ
の
家
族

○
使
用
料　

一
張
３
０
０
円

自
然
休
暇
村
８
月
分
（
テ
ン
ト
）

自
然
休
暇
村
８
月
分
（
テ
ン
ト
）�

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
９
月
分

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
９
月
分�

自
然
休
暇
村
８
月
分
（
テ
ン
ト
）

自
然
休
暇
村
８
月
分
（
テ
ン
ト
）�

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
９
月
分

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
９
月
分�

自
然
休
暇
村
８
月
分
（
テ
ン
ト
）�

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
９
月
分�
の
利
用

の
利
用�
の
利
用

の
利
用�
の
利
用�

○ 
会
場　

同
館
・
市
民
展
示
室

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
11
７
２
６
・
２

８
８
９

国
際
版
画
美
術
館�

２
０
０
１
年
度
講
座
受
講
生
作
品
展�

国
際
版
画
美
術
館�

２
０
０
１
年
度
講
座
受
講
生
作
品
展�

　最近、自転車歩行者専用道路での通行マナーが
悪いと、多くの苦情が寄せられています。自転車
歩行者専用道路は、自転車・歩行者が通勤、通学、
買い物、散歩などに安心して利用していただくた
めのものです。
　マナーを守り、市民の皆さんが安全で快適に通
行できるよう、ご協力をお願いします。
●自転車歩行者専用道路では
☆バイク（原付を含む）は乗り入れ禁止です。
☆自転車で通行するときは歩行者に注意し、優先
しましょう。また、夜間は必ず点灯しましょう。
☆ペットの綱は短く持ち、フンは必ず持ち帰りま
しょう。
☆道路と交差するところでは一時停止をして、左
右の安全確認をしましょう。
□問 交通安全課11７２４・１１３６

定
例
自
然
観
察
会

自転車歩行者専用道路（サイクリング道路）

の通行マナーを守りましょう�

自転車歩行者専用道路（サイクリング道路）

の通行マナーを守りましょう�

自転車歩行者専用道路（サイクリング道路）

の通行マナーを守りましょう�

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

【
９
月
分
】

　

緑
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
楽
し
く
野

外
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
施
設
で
す
。

自
然
の
地
形
に
合
わ
せ
、
キ
ャ
ビ
ン
、

テ
ン
ト
サ
イ
ト
、
野
外
炊
事
場
、
工
芸

小
屋
等
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
館
は
防
音
施
設
も
完
備
さ

れ
、
楽
器
の
練
習
等
も
で
き
ま
す
。

　

今
回
受
付
を
す
る
利
用
日
は
９
月
１

日
〜　

日
で
す
。

３０

※
月
曜
日
の
午
後
、
火
曜
日
及
び
９
月

　

日
、　

日
は
休
館
で
す
。

１８

２５

※
市
の
事
業
等
実
施
の
た
め
利
用
で
き

な
い
日
が
あ
り
ま
す
。

○ 
申
し
込
み
で
き
る
方　

市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
が
過
半
数
の
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
個
人
（
利
用
月
の
１
か
月
前

か
ら
は
、
市
外
の
方
も
予
約
で
き
ま

す
）

◇

○
申
し
込
み　

６
月
３
日
午
前
９
時
ま

で
に
、
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
森
野

分
庁
舎
受
付
事
務
所
（
11
７
２
４
・
２

１
３
１
）
へ
お
い
で
下
さ
い
。
午
前
９

時
ま
で
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
方
を
同

着
と
み
な
し
、
利
用
日
が
重
複
し
定
室

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

午
前　

時　

分
以
降
は
電
話
で
の
予
約

１０

３０

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
市
内
在
住
の
方
は
、
「
相
模
原
市
民

た
て
し
な
自
然
の
村
」
（
長
野
県
北
佐

久
郡
立
科
町
、
女
神
湖
の
近
く
）
も
ご

利
用
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
け
や
き
会
館
（
相
模
原
市
都

市
整
備
公
社
、
11
０
４
２
・
７
５
３
・

３
３
３
３
）
へ
。

※
自
然
休
暇
村
夏
季
期
間
（
７
月　

日
２０

〜
９
月
１
日
）
の
本
館
、
キ
ャ
ビ
ン
の

利
用
に
つ
い
て
は
本
紙
５
月　

日
号
を

１１

ご
覧
下
さ
い
。
募
集
締
切
は
５
月　

日
２３

（
必
着
）
で
、
定
室
を
超
え
な
か
っ
た

空
き
室
は
６
月
３
日
午
前
８
時　

分
か

３０

ら
森
野
分
庁
舎
受
付
事
務
所
（
11
７
２

４
・
２
１
３
１
）
で
電
話
で
受
付
を
行

い
ま
す
。

※
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
夏
季
期
間

２
回
目
の
利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま

大地沢青少年センター利用案内施設一覧表

１室あたり使用料利　用　時　間施　設　名

１，０００円９時～正午午前
宿泊室兼多目的室
（２０人用６室）

本　

館

１，５００円１３時～１７時午後
１０，０００円１４時～翌１０時宿泊
３，０００円１４時～翌１０時宿泊和室（５人用２室）
２，０００円９時～正午午前

多目的ホール ３，０００円１３時～１７時午後
３，０００円１８時～２１時３０分（宿泊者のみ利用可）夜間
１０，０００円１４時～翌１０時宿泊キャビンＡ（２０人用２室）
３，０００円１４時～翌１０時宿泊キャビンＢ（８人用７棟、４人用１棟）
３００円１４時～翌１０時宿泊貸出テント（５人用）
３００円１４時～翌１０時宿泊テントサイト（１０区画）
１，０００円９時～正午午前

工　芸　室
１，５００円１３時～１７時午後
無料９時～１６時３０分日帰り（野外炊事場等）

　

市
立
図
書
館
で
は
、
町
田
が
生
ん

だ
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
・
小
山

田 
与
清 
の
「
筑
井
紀
行
」
を
、
与
清

と
も
き
よ

研
究
の
第
一
人
者
、
安
西
勝
氏
の
校

訂
で
『
翻
刻　

筑
井
紀
行
』
と
し
て

刊
行
し
ま
し
た
。
本
書
は
、
平
田
篤

胤
や
伴
信
友
と
と
も
に
、
幕
末
の
三

大
家
と
い
わ
れ
た
与
清
が
、
文
化　
１１

（
１
８
１
４
）
年
秋
、
小
山
田
の
生

家
を
拠
点
に
相
州
津
久
井
県
（
現
神

奈
川
県
津
久
井
郡
）
を
周
遊
し
た
折

の
探
勝
紀
行
で
す
。

　

当
時
の
町
田
や
津
久
井
地
域
の
様

子
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
た
大
変
貴

重
な
資
料
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
国
立

国
会
図
書
館
に
明
治
期
の
転
写
本
が

唯
一
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
活
字

で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
翻
刻
に
は
、
安
西
氏
に
よ

る
行
程
図
や
略
年
譜
の
ほ
か
、
与
清

に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
付
録
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
各
図
書
館
で
貸
出
し
、
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、
３
０
０
円
で
、
市
政

情
報
や
ま
び
こ（
中
町
分
庁
舎
１
階
）

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

□問
 

中
央
図
書
館
11
７
２
８
・
８
２
２

０

！

！

！

す
。
期
間
は
７
月　

日
〜
８
月　

日
で

２１

３１

す
。
５
月　

日
か
ら
電
話
で
直
接
大
地

２１

沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
11
７
８
２
・

３
８
０
０
）へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

！


